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①保護者のアンケートより
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令和３年度　学校評価アンケート（７月実施）の結果
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初秋の候，保護者の皆様におかれましては，益々ご健勝のことと存じます。平素は本校教育にご

理解，ご協力を頂き，誠にありがとうございます。

さて，７月に行いました学校評価アンケートの結果についてご報告いたします。アンケートは保護

者，児童から調査を行い，グラフに表しました。今回は，新たにインターネットを活用してアンケート

を実施しました。ご協力ありがとうございました。

グラフは左から「よくできている」「大体できている」「あまりできていない」「できていない」で，保護

者アンケートはいちばん右に「わからない」を表示しています。
アンケート結果を今後の学校運営に活かしていくよう，努力していきたいと思いますので，今後と
もよろしくお願いいたします。

保護者アンケートの結果の中でプラス評価（「そう思う」と「大体そう思う」）が低かったのは，「子ども
は進んで読書をする習慣が身に付いている」で，５６．１％でした。しかしこの項目については，前回の
１２月の調査の際よりも６．８％向上しており，さらには昨年度の同時期と比べても９．２％向上してい
ます。本校の重点的な取組である「すすんで読書をしよう」がまだまだ十分に家庭の中まで定着してい
ない状況は相変わらずですが，少しずつ浸透してきていることが分かります。昨年度よりも，学校の中
では子どもたちが読書を楽しむ姿はさらに多くみられるようになってきており，学校図書館での図書の
貸出数はさらに伸びています。昨年度の貸出数をさらに上回り，より一層豊かな読書活動ができるよ
う，取組を進めていきます。ご家庭でもぜひお子様と一緒に読書をする時間をとってみてください。ま
た，「子どもは，進んで家庭学習（宿題等）をする習慣が身についている」では前回調査に比べて７．
１％もプラス評価が増えています。以前よりも家庭でしっかりと学習をする習慣が身についてきている
ことがわかります。プラス評価自体も８２．５％と，８割をこえています。今後もご家庭のご協力をいた
だきながら，子どもたちの学習の力を高めていきます。「子どもは，気持ちの良いあいさつを自分から
進んでしている」の項目では，前回よりもさらにプラス評価が０．５％減少しています。学校内でも自分
からあいさつができる児童を増やしていけるよう，大人からあいさつをする姿を見せることも積極的に
取り組んでいます。担任から声かけをした直後などは，自分からあいさつをする子どもが増えます。自
然にあいさつができるようになるためにも，粘り強く取組を進めていきます。学校・保護者が一緒に取
り組める内容ですので，ぜひご協力をお願いします。また，「子どもは，基礎的な学力がついてきてい
る」の項目では，前回調査時よりもさらに２．７％のプラス評価をしていただきました。昨年７月の調査
と比べると，約７％のプラス評価をしていただいており，本校の学力向上の取組を前向きに評価してい
ただいていると実感しています。他の項目に関しても，多くの項目で前回よりもプラス評価をいただき
ました。

この評価に甘えることなく，今後も子どもを中心に据えた教育を学校でも進めていきます。

はやね
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子どもは，基本的生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）が…

子どもは，スポーツや外遊びをする習慣が身についている。

学校は子どもの悩みや心配事などを聞いてくれたり相談…

子どもは，家で進んで読書をする習慣が身についている。

学校は子どもの様子や行事などをＨＰやお便りで伝えてく…

子どもは，進んで家庭学習（宿題等）をする習慣が身につ…

子どもは，気持ちの良いあいさつを自分から進んでしてい…

子どもは，思いやりのある優しい心が育っている。

子どもは，基礎的な学力がついてきている。

子どもは，学校生活を楽しんでいる。



②児童のアンケートより

児童アンケートの「がっこうがたのしい」の項目では，前回調査よりも「そう思う」と答えた児童が９％も増
加しました。学校に居場所を見つけ，楽しく登校できている児童が増えていることがわかります。教職員
一同で児童を豊かに育む取組を進めている効果が表れていると，うれしく思います。ただし，１．５％児童
が「そう思わない」と回答しています。その児童にもしっかりと目を向け，全ての児童が楽しく通える学校を
目指します。「授業がよく分かる」の項目では，前回１２月の調査よりもプラス評価が３．４％上昇していま
した。さらに昨年７月の調査からみると約７％もプラス評価が増えました。昨年は新型コロナウイルスの影
響による長期にわたる臨時休業のために，児童も学習への不安を感じていたかもしれませんが，今回の
調査では９５％以上の児童がプラス評価をしていました。今後も児童が学習に自信を持ち，主体的に学
ぶことのできる授業を構築していきます。「じぶんからすすんであいさつをしている」の項目では，プラス評
価が６％増加し，８５．４％になりました。様々な場面で自分から進んであいさつをする児童が増えてきて
います。しかし，校内ではできている児童が増えていても，学校外に出た時にはあいさつがきちんとでき
ていないという事実もあります。どんな時でも気持ちの良いあいさつができるよう，取組を進めていきま
す。児童アンケートの結果の中で最もプラス評価が低かったのは，「いえですすんでどくしょをしている」の
項目で，７１．３％でした。これは，前回調査（１２月）よりも６．４％増加し，初めて７０％を超えました。まだ
まだ十分ではありませんが，少しずつ家庭での読書週間が定着してきています。学校だけではなく家に
帰ってからも読書に親しむことができるよう，コミュニティ図書館を利用し，団体貸出などの機会を活用し
て，子どもたちに読書の機会を提供していきたいと思います。また，「こまったことがあれば，せんせいに
はなしたりそうだんしたりしている」の項目では，７４．５％のプラス評価でした。アンケートをするたびに少
しずつ数値は上昇していますが，およそ４分の１の児童が，相談しにくさを感じていることになります。子
どもたちがさらに担任と相談しやすい関係性を作っていくよう，取組を進めていきます。今回の結果を真
摯に受け止め，さらに１００％に近づくように取組を改善していきたいと考えています。

両方のアンケートの結果については教職員で共通理解を図ることで，今後も改善に努めていきたいと思
います。教職員一同，深草小の子どもたちのために力を尽くしていきますので，ご支援・ご協力をお願い
します。
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はやね ・はやおきをし，あさごはんを たべてとうこう し

ている。

スポーツやそとあそびをすすんでしている。

こまったことがあれば，せんせいにはなしたりそうだ

んしたりしている。

いえですすんでどくしょを している。

いえのひとにがっこうでのようすをはなしている。

じぶんからすすんでかていがくしゅう（しゅくだいなど）

を している。

じぶんからすすんであいさつをしている。

ともだちやかぞくをたいせつにしている。

じゅぎょうがよくわかる。

がっこうがたのしい。


